
「あさ･くる」は、九州北部豪雨水害後、地域有志と仲間で立ち上げた団体です。
水害によって分断を余儀なくされた地域コミュニティの再生を目的とし、
「100 年後の子どもに誇れる故郷づくり」を目指して活動しています。　
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令 和 1 年 度 活 動 報 告 書

多角的なアプローチを通して
地域コミュニティの再構築をめざす事業
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いつかぼくが

ここから出て行くときのために

いまからぼくは遺言する

山はいつまでも高くそびえていてほしい

海はいつまでも深くたたえていてほしい

空はいつまでも青く澄んでいてほしい

そして人はここにやってきた日のことを

忘れずにいてほしい

谷川俊太郎「生まれたよ　ぼく」より

はじめに
事業目的
事業内容・実績

こども自然スコーレ

山間地の活力を支えるサポーター育成事業
「Mountain Mountain Do ?!」

子どもサポーターネットワーク会議
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１．　は じ め に ２．　事 業 目 的

32

Soil
Soul
Society

｢こども｣を核とした
多世代交流

3S（Trinity）を紡ぎ直す

=

地域コミュニティの再構築

共通の課題を抱えた
他地域との連携
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＜基本姿勢＞

３．　事 業 内 容 ・ 実 績

2018 年からスタートしたこども自然スコーレ。
今年も｢あそぶ･かんじる･そうぞうする｣を大切にした体験活動を毎月行いました。

海スコーレ 糸島・鹿家海岸2 7 31

はじまりの日/保護者会 旧志波小学校1 7 13

5

プレイワーカー
宮崎文彦さん
(ひとのえん)



旧志波小学校6 11 17
旧志波小学校

3.4.5 9 23 10 26 11 9

76

旧志波小学校7 12 22

大人スコーレでX’mas
ケーキを作りました

大人スコーレで
柿のミツロウキャンドル
を作りました



イビサ･スモークレストラン（うきは市）8 1 19

旧志波小学校9 2 24

98

な ぜ 、流 木 カ リ ン バ を … ？

｢難を受けた木は､難除けになる｣

古川隆邦さん
(アグリフィールズ）

尾花光さん
(イビサスモークレストラン)

薪の火で
巨大パエリヤ完成！

防災ブレスレットを
作りました
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こどもの声

Y

H

保護者の声

麻氐良登山　 麻氐良山（杷木志波）10 3 21

11

スコーレでは､海に行ったり､イビサに行ったり､
普段はできないことをたくさんできました。友だ
ちの意外なところを知ることもできました。
年下の子とか､学校では話さなかった人とも友だ
ちになれたことがうれしかったです。
みんなのびのびしていて､わたしものびのびでき
ました。
志波小学校にくると､やっぱりなつかしく感じま
す｡特に図書室が好きだったので､またあそこで本
が読みたいなぁ…

ここは自由だなぁ…と思います。
みんなと話したり､外で思いっきり遊んだり､自然
のものを使っていろいろ作ったりできたのが楽し
かったです｡他の学年の子と遊べたのもよかった。
スコーレとは､自然を学んだり､楽しんだりすると
ころ。
自然の中にいると､呼吸がしやすいし､きれいだな
…と思います。
ここに来るようになって､いろんなことに関心を持
つようになりました。

｢とにかく楽しかった！｣満面の笑顔。帰るとその一言です。
集団での活動に参加することを楽しめるようになったかなと感じています｡友だちの
ことを思って協力したり､助けてもらったり､学校での交流の輪も広がっています。
いつも親以上に子どもたちが楽しめる企画を考えて下さり､ありがたいかぎりです｡
スコーレで体験したことは､本人に確実に蓄積されていると思います｡防災ブレスレッ
トを作ってきた日は､使い方を私たちに教えてくれました｡そこから､家の備蓄の話を
することができました。
家庭では体験できないことを体験させていただきありがとうございました｡今の時代､
違う年の子と遊ぶことも少なく､外で遊ぶことも少なくなっています｡そうしたことを
経験させていただき、新しいことも教えていただいたこと、ありがたいです。
以前は､親に頼ることが多かったのですが､最近は､少しずつ､とりあえず自分でやって
みようとする姿がみえるようになりました｡送迎も親を頼らず､自力で自転車でいくほ
どたくましくなりました。

・
・

・
・

・

・

あー！
志波小がみえる！
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スタッフの声

ふみ

たかお

ごっちん

みちこ

まみい

タカ

あっきー

13

子どもたちはやさしい｡山も川も海も風も､いつ
も やさしく見守ってくれました。 
1年間ありがとう。 
でも､ときどき きびしいのが自然と子ども｡
きびしいところも知っとかなくちゃね。 
もっと知りたかったな｡
ねぇ､もっとぼうけんしたくない？ 
では､また つぎに。

この１年間､一緒に遊んで､みんなの｢新しいも
のを作り出す力｣にびっくりしました！
僕が考えつかないようなものをみんなが作り出
して見せてくれるのが楽しみで､いつもワクワ
クしてました！いろんなものに興味を持つこと
の楽しさと､大切さをみんなから教えてもらっ
て､いま僕も｢まずやってみる｣を意識して､いろ
んなものにチャレンジしてます。

子どもたちを見ていると､自分が過去にやり残
したこと､忘れていたことを思い出す｡何とかそ
の分を取り戻せないものかと考えるのだが､そ
のうちに｢子どもたちが今やっているから自分
がやり直さなくてもいいや｣という気になって
くる｡そうして､子どもたちに混ざってそれぞれ
がそれぞれのことをやっているうちに一年が過
ぎました。

こども自然スコーレをはじめて2年がたちました｡
低学年と高学年が一緒に遊び､ものを作り､考
え､楽しむ姿を見て､子どもはすべてを与えな
くても､自分で考え想像し創り上げる力がある
と改めて感じました。
大人は過保護にならず､子どもの力を信じて任
せることが必要と思いました。

大人スコーレに一緒に参加して､無心に手を動
かす母たちの姿が印象的でした。
作品を誰かに褒められるとすごく嬉しいのは､
大人も同じですね。
いえ､大人こそ､こんな時間が必要かも…

自然スコーレで２年すごしました｡子どもたちからは先
生ではなく友だち､５年生くらいに思われています｡
それがいちばんうれしい｡
ウイルスのことでたくさん大変なことがありますね｡
私が前と変わったのは､これからは自分たちで､家族や
友だちや苦しんでいるひとたちのために､畑で食べるも
のを作ったり川で魚をとったり､そんな力が必要になる
なあと思うようになったことです。 
スコーレのやさしくてあたたかいみんなとたくさん勉
強してそれを始めようと、強く強く思っています。

スコーレのみんなは､心がワクワクすることを
見つけて夢中になり､楽しむ天才だと思いまし
た｡うれしいときには｢いえ～い｣と大きな声を
出して喜ぶ｡悲しい時には､涙を流す｡一つひと
つの感情が､大きくなるステップ｡そんなハート
をずっと大切に♬
幸せな時間を一緒に過ごさせてもらいました！
本当にありがとう。



8 7

8 8 8 10

14

山を楽しむ｡山で楽しむ｡山と楽しむ｡５days ！
共通の課題を抱えた地域と連携しながら､課題解決への道を探ることを目的とした

｢山間地の活力を支えるサポーター育成事業｣として､伝統文化の伝承が困難に
なりつつある山間地を盛り上げ､新たな価値観を創出するためのイベント

｢Mountain Mountain Do ?! ｣を行いました。
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Topic!

18 19

「子ども」「遊び」「自然」をキーワードに活動している人、関心のある人が集い、
＜遊ぶ＞＜食べる＞＜語る＞を尽くした一日。

いざという時に役立つスキルを学び、野外で食べる豊かさを感じ、最後は輪になり、
それぞれの思いを語り合いました。

Topic!
子どもサポーターネットワーク会議

野外
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わずか､竹 5本で作る竹のドーム。
設計の基を作ったのは､バックミンスターフラー博士｡「地球は生命が暮らす有限の空
間｣だと考えた彼は､最小の資源から最大の効果を生みだすための数々のアイデアを
提案しました｡環境資源は有限｡今の暮らしはその『あたりまえの理』 を見失いつつ
あるように感じます｡「有限｣だからこそ生まれる謙虚さを基とした知恵､修繕という
技術を､この手に取り戻し､次世代へとつないでいきたいですね。
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参加者の声

ス
タ
ッ
フ
よ
り

食べる

語る
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ふりかえり（評価ミーティング）

直接の対象者（子ども
やイベントの参加者）の変化を生むのと同時に、関わるスタッフや関係者、地域の変化
にもつながっている

おわりに

災害を通して見えてきた課題
に対して､人間に内在する自然性や感性､文化や知恵や記憶をよみがえらせながら､
創造的に働きかけていくプロセス

5,000 1,000 1,000

17450 83317161
七四八 8331716

1

2

Information

住所　福岡県朝倉市杷木志波2040－2
電話　090-5477-0322
E-MAIL　asakuru2017@yahoo.co.jp
https://asakuru2017.wixsite.co./asakuru

それを記録し､共有することも
大事！これからは､もっと積極的に
周囲(保護者や地域の方々)に
フィードバックしていこう！

「変化｣を多角的に
キャッチ！できる
感度が大事だよね。


